
新
旧
対
照
表
（
抄
） 

 

○ 
中
央
区
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
中
央
区
条
例
第
二
十
五
号
） 

 

新 

旧 

（
失
業
者
の
退
職
手
当
） 

（
失
業
者
の
退
職
手
当
） 

第
十
三
条 

（
略
） 

第
十
三
条 

（
略
） 

２
か
ら
７
ま
で 

（
略
） 

２
か
ら
７
ま
で 

（
略
） 

８ 

第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
者
で
次
の
各
号
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
、
退
職
手
当
と
し
て
、
雇
用
保
険
法
の
規

定
に
よ
る
技
能
習
得
手
当
、
寄
宿
手
当
、
傷
病
手
当
、
就
業
促
進
手
当
、

移
転
費
又
は
求
職
活
動
支
援
費
の
支
給
の
条
件
に
従
い
支
給
す
る
。 

８ 

第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
者
で
次
の
各
号
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
、
退
職
手
当
と
し
て
、
雇
用
保
険
法
の
規

定
に
よ
る
技
能
習
得
手
当
、
寄
宿
手
当
、
傷
病
手
当
、
就
業
促
進
手
当
、

移
転
費
又
は
求
職
活
動
支
援
費
の
支
給
の
条
件
に
従
い
支
給
す
る
。 

一 

区
長
が
雇
用
保
険
法
の
規
定
の
例
に
よ
り
指
示
し
た
雇
用
保
険
法
第

三
十
六
条
に
規
定
す
る
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
て
い
る
者 

同
条
第

四
項
に
規
定
す
る
技
能
習
得
手
当
の
額
に
相
当
す
る
金
額 

一 

区
長
が
雇
用
保
険
法
の
規
定
の
例
に
よ
り
指
示
し
た
雇
用
保
険
法
第

三
十
六
条
に
規
定
す
る
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
て
い
る
者 

同
条
第

四
項
に
規
定
す
る
技
能
習
得
手
当
の
額
に
相
当
す
る
金
額 

二 

前
号
に
規
定
す
る
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
た
め
、
そ
の
者
に
よ

り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
同
居
の
親
族
（
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、

事
実
上
そ
の
者
と
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
第
五

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
と
別

居
し
て
寄
宿
す
る
者 

雇
用
保
険
法
第
三
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る

寄
宿
手
当
の
額
に
相
当
す
る
金
額 

二 

前
号
に
規
定
す
る
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
た
め
、
そ
の
者
に
よ

り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
同
居
の
親
族
（
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、

事
実
上
そ
の
者
と
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
第
五

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
と
別

居
し
て
寄
宿
す
る
者 

雇
用
保
険
法
第
三
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る

寄
宿
手
当
の
額
に
相
当
す
る
金
額 

三 

退
職
後
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
し
求
職
の
申
込
み
を
し
た
後
に
お

い
て
、
疾
病
又
は
負
傷
の
た
め
に
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
者 

雇
用
保
険
法
第
三
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
傷
病
手
当
の
日
額
に
相

三 

退
職
後
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
し
求
職
の
申
込
み
を
し
た
後
に
お

い
て
、
疾
病
又
は
負
傷
の
た
め
に
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
者 

雇
用
保
険
法
第
三
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
傷
病
手
当
の
日
額
に
相
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当
す
る
金
額 

当
す
る
金
額 

四 
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
者 

雇
用
保
険
法
第
五
十
六
条
の
三
第
三

項
に
規
定
す
る
就
業
促
進
手
当
の
額
に
相
当
す
る
金
額 

四 

職
業 

 
 
 

に
就
い
た
者 

雇
用
保
険
法
第
五
十
六
条
の
三
第
三

項
に
規
定
す
る
就
業
促
進
手
当
の
額
に
相
当
す
る
金
額 

五 

公
共
職
業
安
定
所
、
職
業
安
定
法
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定

地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
同
法
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
職
業
紹
介

事
業
者
の
紹
介
し
た
職
業
に
就
く
た
め
、
又
は
区
長
が
雇
用
保
険
法
の

規
定
の
例
に
よ
り
指
示
し
た
同
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公

共
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
た
め
、
そ
の
住
所
又
は
居
所
を
変
更
す
る
者

 

そ
の
者
及
び
そ
の
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
同
居
の
親
族

又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
の
移
転
に
通
常
要
す
る
費
用

を
考
慮
し
た
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
移
転
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額 

五 

公
共
職
業
安
定
所
、
職
業
安
定
法
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定

地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
同
法
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
職
業
紹
介

事
業
者
の
紹
介
し
た
職
業
に
就
く
た
め
、
又
は
区
長
が
雇
用
保
険
法
の

規
定
の
例
に
よ
り
指
示
し
た
同
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公

共
職
業
訓
練
等
を
受
け
る
た
め
、
そ
の
住
所
又
は
居
所
を
変
更
す
る
者

 

そ
の
者
及
び
そ
の
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
同
居
の
親
族

又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
の
移
転
に
通
常
要
す
る
費
用

を
考
慮
し
た
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
移
転
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額 

六 

求
職
活
動
に
伴
い
雇
用
保
険
法
第
五
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
行
為
を
す
る
者 

同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
求
職
活
動

支
援
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額 

六 

求
職
活
動
に
伴
い
雇
用
保
険
法
第
五
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
行
為
を
す
る
者 

同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
求
職
活
動

支
援
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額 

９
か
ら
11
ま
で 

（
略
） 

９
か
ら
11
ま
で 

（
略
） 

12 

第
八
項
第
四
号
に
掲
げ
る
退
職
手
当
の
支
給
が
あ
つ
た
と
き
は
、
第
一

項
、
第
三
項
又
は
第
八
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
雇
用
保
険
法
第

五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
に
係
る
就
業
促
進
手
当
に

相
当
す
る
退
職
手
当
に
つ
い
て
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
手
当
を

支
給
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
日
数
に
相
当
す
る
日
数
分
の
第
一
項
又
は

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。 

12 

第
八
項
第
四
号
に
掲
げ
る
退
職
手
当
の
支
給
が
あ
つ
た
と
き
は
、
第
一

項
、
第
三
項
又
は
第
八
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
退
職
手
当
ご
と
に
、
当
該
各
号
に
定
め
る
に
係
る
就
業
促
進
手
当
に

つ
い
て
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
手
当
を
支
給
し
た
も
の
と
み
な

さ
れ
る
日
数
に
相
当
す
る 

 
 
 

 
 

 
 
 

日
数
分
の
第
一
項
又
は

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。 

 

一 
雇
用
保
険
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
者
に

係
る
就
業
促
進
手
当
に
相
当
す
る
退
職
手
当 

当
該
退
職
手
当
の
支
給

を
受
け
た
日
数
に
相
当
す
る
日
数 
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二 

雇
用
保
険
法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ
に
該
当
す
る
者
に

係
る
就
業
促
進
手
当
に
相
当
す
る
退
職
手
当 

当
該
就
業
促
進
手
当
に

つ
い
て
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
基
本
手
当
を
支
給
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
る
日
数
に
相
当
す
る
日
数 

13
及
び
14 

（
略
） 

13
及
び
14 

（
略
） 

付 

則 

付 

則 

第
十
条 

令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
退
職
し
た
職
員
に
対
す
る
第
十

三
条
第
七
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
二
十
八
条
ま
で
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
十
八
条
ま
で
及
び
附
則
第
五
条
」
と
、
同
項
第
二
号

中
「
ロ 

雇
用
保
険
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
理
由
に
よ
り
就
職
が
困
難
な
者
で
あ
つ
て
、
同
法
第
二
十
四
条

の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
相
当
す
る
者
と
し
て
区
規
則
で
定
め

る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
区
長
が
同
項
に
規
定
す
る
指
導
基
準
に
照
ら
し

て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
安
定
法
第
四
条
第
四
項
に
規

定
す
る
職
業
指
導
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の
」
と
あ
る

の
は
「 

第
十
条 

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
退
職
し
た
職
員
に
対
す
る
第
十

三
条
第
七
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
二
十
八
条
ま
で
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
十
八
条
ま
で
及
び
附
則
第
五
条
」
と
、
同
項
第
二
号

中
「
ロ 

雇
用
保
険
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
理
由
に
よ
り
就
職
が
困
難
な
者
で
あ
つ
て
、
同
法
第
二
十
四
条

の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
相
当
す
る
者
と
し
て
区
規
則
で
定
め

る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
区
長
が
同
項
に
規
定
す
る
指
導
基
準
に
照
ら
し

て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
安
定
法
第
四
条
第
四
項
に
規

定
す
る
職
業
指
導
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の
」
と
あ
る

の
は
「 

ロ 

雇
用
保
険
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
理
由
に
よ
り
就
職
が
困
難
な
者
で
あ
つ
て
、
同
法
第
二
十
四
条
の

二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
相
当
す
る
者
と
し
て
区
規
則
で
定
め

る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
区
長
が
同
項
に
規
定
す
る
指
導
基
準
に
照
ら

し
て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
安
定
法
第
四
条
第
四
項

に
規
定
す
る
職
業
指
導
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の 

ハ 

特
定
退
職
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険
法
附
則
第
五
条
第
一
項
に
規
定

す
る
地
域
内
に
居
住
し
、
か
つ
、
区
長
が
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
指
導
基
準
に
照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必

ロ 

雇
用
保
険
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
理
由
に
よ
り
就
職
が
困
難
な
者
で
あ
つ
て
、
同
法
第
二
十
四
条
の

二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
相
当
す
る
者
と
し
て
区
規
則
で
定
め

る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
区
長
が
同
項
に
規
定
す
る
指
導
基
準
に
照
ら

し
て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
安
定
法
第
四
条
第
四
項

に
規
定
す
る
職
業
指
導
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の 

ハ 

特
定
退
職
者
で
あ
つ
て
、
雇
用
保
険
法
附
則
第
五
条
第
一
項
に
規
定

す
る
地
域
内
に
居
住
し
、
か
つ
、
区
長
が
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
指
導
基
準
に
照
ら
し
て
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
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要
な
職
業
安
定
法
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
職
業
指
導
を
行
う
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
） 

 

要
な
職
業
安
定
法
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
職
業
指
導
を
行
う
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
） 

 

」
と
す
る
。 

」
と
す
る
。 

 
 

附 

則 
 

 

（
施
行
期
日
） 

 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

 

（
経
過
措
置
） 

 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
中
央
区
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

第
十
三
条
第
八
項
第
四
号
（
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
及
び
同
条
第
十
二
項
の
規
定
は
、
退
職
職
員
（
退
職
し
た
中
央
区

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
安
定
し
た

職
業
に
就
い
た
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
退
職
職
員
で
あ
っ
て
同
日
前
に
職

業
に
就
い
た
者
に
対
す
る
就
業
促
進
手
当
に
相
当
す
る
退
職
手
当
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
、
従
前
の
例
に
よ
る
。 
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